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光アクセス設備の課題

ブロードバンドサービスの需要が急

激な伸びを見せている中，「2010年

3 000万光アクセスの実現」に向け，

NTTビルからお客さま宅内までの設備

における工事の「即応化技術」をはじ

め，扱いやすく簡単で便利な「光ファ

イバ・ケーブル技術」の開発が必要と

されています．光サービスの大量開通

時代においては，従来の経済化と機

能・品質確保に加え，大量の開通工

事を迅速に行うための技術が必要とな

ります．このためには，作業スキル軽

減のための簡易化や運用性の向上な

ど，現地作業の改革を主眼とした研究

開発が極めて重要です．

光アクセス設備を取り巻く課題とし

ては，次の点が挙げられます．

・架空光クロージャ，キャビネット

内での収納に光ファイバ特有のス

キルが必要であり手間がかかる

・サービス内容を変更する際などに

生じる，架空光クロージャでの切

替に光ファイバ特有のスキルが必

要であり手間がかかる

・架空光クロージャ，キャビネット

での切分けが困難

・宅内ケーブルの取回しに光ファイ

バ特有のスキルが必要であり煩雑

光ファイバの許容曲率径を確保しな

がら行うわずらわしい素線収納が不要

になれば，作業スキルの軽減・簡素化

に大きく貢献できます．また接続点の

コネクタ化が実現できれば，切替作業

が簡単になり，運用性が大きく向上し

ます．こうしたニーズにこたえるべく，

特別なスキルを不要とし，メタリック

ケーブル並みの取扱を可能とする「ス

キルフリー化」をコンセプトに研究開

発を進めています（図１）．

経済化・即応化に貢献する技術開発

3 000万光アクセスの実現に向け，

光アクセス設備の課題を解決するため，

近年開発した代表的な技術を次に紹介

します（図２）．

(1) FAコネクタ技術

FA（Field Assembly）コネクタ

は，ドロップ・インドア光ファイバの

ケーブル外被を直接把持し，光ファイ

バ心線が露出しない構造となっていま

す．FAコネクタ内部には，フェルール，

先端に研磨加工が施されている光ファ
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図１　「光サービスの大量開通時代」へ向けた開発の方向性 
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イバ，メカニカルスプライス等が内蔵

されています(1)．

FAコネクタの組立は，現地でドロッ

プ・インドア光ファイバのケーブル先

端外被を外被把持部材で固定し，そ

の外被把持部材をフォルダに取り付け，

ストリッパ・ファイバカッタを使用し

規定長に切断した光ファイバ心線を，

FAコネクタ本体に挿入します．さらに

FAコネクタ内部のメカニカルスプライ

スで接続し，外被把持部材をFAコネ

クタ本体に固定して完成です．従来の

メカニカルスプライス技術を応用する

ことにより，専用の工具を使用するこ

となく，現地で簡単かつ確実に組み立

てることを可能とするとともに，低損

失・高信頼性を実現しました．

FAコネクタには，プラグタイプ（FA

コネクタプラグ）とソケットタイプ

（FAコネクタソケット）の２種類があ

り，それぞれをアダプタなしに直接接

続，切離しすることができます．

ソケットタイプはSC（Single fiber

Coupling）コネクタプラグ（JIS C

5973準拠）ともアダプタなしに直接接

続，切離しすることが可能です（図

３）．またドロップ・インドア光ファイ

バの出力方向を90度曲げ，全長を短

くした構造としたため，もっとも一般

的に使用されているアウトレットボッ

クス（JIS  C  8435に準拠したスイッ

チボックス浅形）に収納可能です（図

４）．

(2) 光コネクタキャビネット

これまでの屋外光キャビネットは光

ファイバの接続を融着接続もしくはメ

カニカルスプライス接続で行っていた

ため，接続後の余長処理や故障時の

切分け作業に時間を要していました．

FAコネクタの収納を可能とした「光

コネクタキャビネット」は，接続点の

コネクタ化により，作業性の向上，キャ
図２　3 000万光アクセス実現へ向け近年開発した代表的な技術 
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図３　FAコネクタプラグ，ソケットの構造例 
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ビネットの小型化等，従来の屋外光キャ

ビネットにおける課題を改善するとと

もに，保守性も向上させました(1)（図

５）．さらにFAコネクタを用いること

により，従来品と比較し体積比65％

減まで小型化が図れました．

またFAコネクタソケットはSCコネ

クタプラグとも接続，切離しが可能で

あるため，光コネクタキャビネット内

のコネクタ接続点で簡単に切分け作業

ができ，保守稼働の削減も期待できま

す．光ファイバ心線の素線収納を不要

化したことにより，心線収納用品を削

減でき，経済性の向上も実現しまし

た．

(3) 光コネクタローゼット

FAコネクタソケットを用いて光ロー

ゼット内の接続点をコネクタ化するこ

とにより小型化を図ったものが「光コ

ネクタローゼット」です(1)（図６）．光

コネクタキャビネット同様に，光ファ

イバ心線の素線収納をなくすことがで

き，作業性の向上も図れます．光コネ

クタローゼットは，収納するFAコネク

タソケットの向きを45度ごとに設定で

き，設置環境に応じてドロップ・イン

ドア光ファイバの出力方向を調整でき

るのも特徴の１つです．

また従来品と比較し体積比60％減

まで小型化することができました．光

コネクタローゼット内の接続点をコネ

クタ化したことによって，故障時の切

分けが容易になり保守性も向上します．

(4) 曲げフリー光ファイバコード

今後，光サービスを短期間で大量に

開通する中で，お客さまに十分に満足

していただけるように配線するには，専

門的な知識がなくても，メタルコード

並みに取り扱え，簡単かつ美しく光ファ

イバを配線できることが重要です．

そこで，これらを実現する「曲げ」

「折り」「結び」が自在で，メタルコー

ド同様に取り扱える「曲げフリー光ファ

イバコード」を開発しました(2）．本光

ファイバコードは，曲げに強い「ホー

リーファイバ」とそれを保護する「コー

ド被覆部」および「防塵機能付きコネ

クタ」から構成されています．ホーリー

ファイバは，「コア部」に高屈折率ガ

ラス，その外周のクラッド部に空孔付

きガラスを有する空孔アシスト型ファイ

バを使用し，飛躍的な許容曲率半径

の縮小化を実現しています．コード被

覆部は外径を４mmφとし，曲げた

り，踏みつけても中の光ファイバへの

負担を軽減する構造としています．

また取扱性が悪くならないように，

しなやかに曲がる柔軟な材料を採用し，

光ファイバの余長部分を結んだり束ね
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図５　屋外光キャビネットと光コネクタキャビネット 
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図６　光ローゼットと光コネクタローゼット 
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たりしても，通信に影響を与えないだ

けでなく，解いたときにコードに癖が

つきにくい点も特徴の１つです．防塵

機能付きコネクタは，SCコネクタと互

換性があり，シャッタ機構により光ファ

イバ先端を保護する防塵機能等を有し

ています．

本光ファイバコードは，家庭内に光

コネクタローゼット等の光コンセントさ

えあれば，電気コードや電話コードを

配線するように，特別な光の専門知識

がなくても簡単に宅内の光ファイバ配

線工事ができるようになります．また

光LAN等への適用も可能です（図

７）．

(5) 架空光クロージャ

従来の架空光クロージャ内では，光

ファイバ心線を融着またはメカニカル

スプライスで接続し，余長をトレイに

収納する必要がありました．光ファイ

バ心線は素線状態であることから，収

納作業を慎重に実施しなければならず，

その作業時間が長いことが大量開通工

事に対応するための課題となっていま

した．またお客さまがサービスを変更

する場合，接続部をいったん切断後，

新たな光ファイバ心線に再接続する必

要があることも課題となっています．こ

れらの課題を解決するため，コネクタ

接続を適用した新たな架空光クロージャ

を開発しました(3)．

クロージャ内の配線形態としては，

光ケーブル内の心線に新コネクタを取

り付け，上部成端盤に成端し，スプリッ

タモジュールのスプリッタ入力側心線

とコネクタ接続します．スプリッタ出

力側心線は上段の成端ケースへ配線

し，コネクタを取り付けたドロップ光

ファイバと接続してお客さま宅へ引き

落としを行う形態となります（図８）．

スプリッタの入出力心線にはあらかじ

めコネクタが付いており，心線も保護

されているため，クロージャ内収納に

おける素線収納部分が大幅に削減さ

れ，非常にシンプルな収納となってい

ます．新たな架空光クロージャの特徴

は次のとおりです．

・素線収納部が少なく心線の収納

作業が容易（図９）

・コネクタ接続のため接続作業が容易

・スプリッタがモジュールタイプであ

り，収納作業が容易

図８　新たな架空光クロージャの配線形態 
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図７　曲げフリー光ファイバコードの適用例 
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・心線の特別な保護が不要

このように従来の方式と比較し，作

業性が著しく向上しています．切替作

業ではコネクタの脱着により工事が可

能であり，光ファイバの運用性がメタ

リック並みに向上しています．これら

は大量光開通工事に大きく貢献する技

術であり，将来の保守作業の簡易化に

も期待が持てます．

(6) 架空用光コネクタ技術

架空用光コネクタは，ＮＴＴビルか

らお客さま宅まで布設される光ファイ

バケーブル架空区間の架空光クロージ

ャ内での接続に利用される現地組立型

のコネクタです(4)（図10）．

従来，架空光クロージャ内での接続

に利用していた方法は，融着接続とメ

カニカルスプライス接続であり，永久

的な接続であるため，お客さまがサー

ビスの変更等を希望された際などの切

替作業において，光ファイバを一度切

断したうえで再度接続作業を行わなく

てはなりませんでした．また切替作業

のたびに光ファイバは切断されて短く

なるので，予備を確保した光ファイバ

の長さにしておかなくてはならず，接

続部の収納作業は煩雑で時間がかかる

ものでした．

このような従来の接続方法での施工

上の困難を解決して施工時間の短縮を

図るために，架空用光コネクタを開発

しました．このコネクタを架空光クロー

ジャ内での接続作業に用いると，接続

収納作業時間が約４割削減されます．

さらに切替作業の際には，コネクタを

差し替えるだけの作業となります．ま

た本コネクタ内部の組立は，特別な工

具が不要であり，極めて簡単かつ短時

間で行うことができます．

今後の展開

これまで紹介してきた技術は，大量

光開通工事に対応するために極めて重

要な技術であり，大幅な作業の簡易化

が期待できます．

光サービが急速に普及し身近なもの

になるにつれ，“扱いやすさ”は一層重

要な要素となります．また伸び続ける

光サービス開通工事への迅速な対応と

同時にトータルコストの削減も重要で

す．このような状況を踏まえ私たちは，

光サービスの大量開通に貢献するため，

さらなるスキルフリー化，経済化を目

指した研究開発を推進していきます．
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3 000万光アクセスの実現に貢献する物
品，施工技術の開発に取り組んでいきます．
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図９　架空用光クロージャ内の収納状況 
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図10　架空用光コネクタ外観 


